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中
学
校
国
語
教
育
に
お
け
る
和
歌
学
習
の
可
能
性

―
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
万
葉
歌
の
読
解
を
考
え
る
―

市
瀬

雅
之

は
じ
め
に

国
語
教
育
の
授
業
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
履
修
生
か
ら
、
中
学
校
の
教
科
書
の
中

で
も
、
古
典
、
特
に
和
歌
の
学
習
に
つ
い
て
、
読
解
と
指
導
が
難
し
い
と
の
声
を
聞

く
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
光
村
出
版
の
『
国
語
１
』
か
ら
『
国
語
３
』
の
教
科
書
を
教

材
の
一
例
と
し
て
、
掲
出
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
読
む
。
す
べ
て
を
一
度
に
取
り
あ
げ

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
特
に
万
葉
歌
を
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
、
指
導
内
容
を
検

討
し
て
ゆ
く
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

一
、
三
年
生
に
配
当
さ
れ
た
和
歌
の
学
習

は
じ
め
に
、
指
導
要
領
と
当
該
教
科
書
の
中
に
、
和
歌
学
習
の
位
置
を
確
認
し
て

お
く
。

『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』
（
平
成
二
十
年
三
月
告
示

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
部
改

正

文
部
科
学
省
）
は
、
「
第
二
章

各
教
科

第
一
節

国
語
」
に
〔
伝
統
的
な
言
語
文

化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
を
設
け
て
、

「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
Ｂ
書
く
こ
と
」
及
び
「
Ｃ
読
む
こ
と
」

（1）
の
指
導
を
通
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

ア

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

イ

言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
事
項

ウ

漢
字
に
関
す
る
事
項

を
準
備
し
て
い
る
。

「
ア

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
に
は
、

〔
第
一
学
年
〕

（
ア
）
文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
仕
方
を
知
り
、
古
文
や
漢
文
を
音
読
し
て
、

古
典
特
有
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
な
が
ら
、
古
典
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
。

（
イ
）
古
典
に
は
様
々
な
種
類
の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
。

〔
第
二
学
年
〕

（
ア
）
作
品
の
特
徴
を
生
か
し
て
朗
読
す
る
な
ど
し
て
、
古
典
の
世
界
を
楽
し

む
こ
と
。

（
イ
）
古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
触
れ
、
登
場
人
物
や
作
者
の

思
い
な
ど
を
想
像
す
る
こ
と
。

〔
第
三
学
年
〕

（
ア
）
歴
史
的
背
景
な
ど
に
注
意
し
て
古
典
を
読
み
、
そ
の
世
界
に
親
し
む
こ

と
。

（
イ
）
古
典
の
一
節
を
引
用
す
る
な
ど
し
て
、
古
典
に
関
す
る
簡
単
な
文
章
を

書
く
こ
と
。

を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
当
該
光
村
図
書
は
、

『
国
語
１
』
５
い
に
し
え
の

心
に
ふ
れ
る

古
文
・
音
読

音
楽
を
楽
し
も
う

い
ろ
は
歌

古
文
・
解
説

月
に
思
う

古
文

蓬
莱
の
玉
の
枝
―
「
竹
取
物
語
」
か
ら

た
け
と
り

漢
文

今
に
生
き
る
言
葉

『
国
語
２
』
５
い
に
し
え
の
心
を
訪
ね
る

古
文
・
音
読

音
読
を
楽
し
も
う

平
家
物
語

古
文

扇
の
的
―
―
「
平
家
物
語
」
か
ら

古
文

仁
和
寺
に
あ
る
法
師
―
―
「
徒
然
草
」
か
ら
…
兼
好
法
師

に
ん

な

じ

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

漢
詩
・
解
説

漢
詩
の
風
景

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
川
忠
久
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『
国
語
３
』
５
い
に
し
え
の
心
と
語
ら
う

古
文
・
音
読

音
読
を
楽
し
も
う

古
今
和
歌
集

仮
名
序

古
文

君
待
つ
と
―
―
万
葉
・
古
今
・
新
古
今

古
文

夏
草
―
―
「
お
く
の
細
道
」
か
ら
…
…
…
…
…
松
尾
芭
蕉

古
文
・
解
説

古
典
を
心
の
中
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
内
正
彦

の
教
材
を
も
っ
て
応
え
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度
版
の
教
科
書
と
比
較
す
る
と
、

当
該
『
国
語
１
』
が
収
載
し
て
い
た
「
七
夕
に
思
う
―
語
り
継
が
れ
、
読
み
継
が
れ

て
き
た
も
の
」
が
、
平
成
二
十
八
年
年
度
版
に
お
い
て
は
「
月
に
思
う
」
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

和
歌
の
教
材
の
変
化
に
留
意
す
る
と
、
前
者
は
『
万
葉
集
』
か
ら
、

（
イ
）
（
ワ
）
（
ン
）
（
ワ
）

彦
星
と
織

女
と
今
夜
逢
は
む
天
の
川
門
に
波
立
つ
な
ゆ
め

ひ
こ
ほ
し

た
な
ば
た
つ
め

こ

よ

ひ

あ

か
は

と

な
み

た

彦
星
と
織
女
星
と
が
今
夜
会
う
と
い
う
天
の
川
の
渡
り
場
に
、
波
よ
、
荒
く
立
つ
な
、

決
し
て
。

を
紹
介
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
百
人
一
首
」
か
ら
、

（
ズ
）

藤

原

顕
輔

ふ
じ
わ
ら
の
あ
き
す
け

秋
風
に
た
な
び
く
雲
の
絶
え
間
よ
り
も
れ
出
づ
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ

い

秋
風
に
よ
っ
て
た
な
び
い
て
い
る
雲
が
と
ぎ
れ
た
間
を
通
っ
て
、
漏
れ
出
る
月
の
光
の

な
ん
と
す
が
す
が
し
い
こ
と
よ
。

を
引
用
し
て
い
る
。
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』
に
求
め
て

い
た
和
歌
の
導
入
を
、
小
学
校
で
親
し
む
「
百
人
一
首
」
に
変
更
し
て
い
る
（
注
）
。

「
古
典
特
有
の
リ
ズ
ム
」
を
「
い
ろ
は
歌
」
に
学
び
、
「
百
人
一
首
」
が
和
歌
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
る
。

一
年
生
で
触
れ
得
た
和
歌
の
学
習
は
、
当
該
教
科
書
に
お
い
て
、
二
年
生
の
古
典

に
引
き
継
ぐ
先
を
持
た
な
い
。
三
年
生
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
和
歌
学

習
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
注
）
光
村
図
書
で
は
、
百
人
一
首
に
関
わ
る
教
材
を
、
小
学
校
『
国
語

三

下
』
「
か
る

た
」
江
橋
崇
と
、
同
『
国
語

四

下
』
「
百
人
一
首
に
親
し
も
う
」
に
準
備
し
て
い

る
。
『
万
葉
集
』
か
ら
と
は
断
っ
て
い
な
い
が
、
小
学
校
『
国
語

四

上
』
「
短
歌
・

俳
句
に
親
し
も
う
（
一
）
」
に
は
、
志
貴
皇
子
の
「
石
走
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び

の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も
」（
８
・
一
四
一
八
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

三
年
生
及
び
四
年
生
で
学
ん
だ
和
歌
の
学
習
は
、
五
年
生
～
六
年
生
に
継
続
す
る
先

を
持
た
な
い
。
中
学
校
一
年
生
の
生
徒
た
ち
は
、
三
年
ぶ
り
に
触
れ
る
和
歌
の
学
習

と
な
る
。二

、
持
統
天
皇
歌
へ
の
検
討

当
該
『
国
語
３
』
は
、
和
歌
の
学
習
教
材
と
し
て
、
「
古
今
和
歌
集

仮
名
序
」

に
は
じ
ま
る
。
内
容
に
和
歌
と
は
何
か
を
学
び
、
音
読
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の
響
き

を
味
わ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
「
君
待
つ
と
―
―
万
葉
・
古
今

・
新
古
今
」
に
、
和
歌
の
読
解
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
単
元
の
目
標
は
、

・
効
果
的
な
表
現
や
語
句
の
使
い
方
に
着
目
し
て
、
歌
を
読
み
味
わ
う
。

・
和
歌
に
表
れ
た
昔
の
人
の
心
情
や
情
景
を
読
み
取
る
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
歌
は
、
そ
の
は
じ
め
に
学
ぶ
教
材
と
な
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
の
「
仮
名
序
」
に
、
歌
と
は
何
か
を
学
ん
だ
後
で
、
『
古
今
和

歌
集
』
や
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
を
読
む
こ
と
に
は
、
時
代
的
な
流
れ
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
「
仮
名
序
」
以
前
に
編
ま
れ
た
『
万
葉
集
』
の
歌
は
、
ど
の
よ
う
に
読
み

解
き
、
位
置
づ
け
て
ゆ
く
の
か
が
問
わ
れ
る
。

教
科
書
の
「
出
典
」
に
は
、
『
万
葉
集
』
が
、

現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
。
二
十
巻
。
約
四
千
五
百
首
の
歌
を
収
め
る
。
天

皇
や
貴
族
、
兵
士
、
農
民
な
ど
、
広
い
階
層
の
人
々
の
素
朴
な
感
動
が
、
生
き

生
き
と
力
強
く
歌
わ
れ
て
い
る
。
長
い
期
間
に
多
く
の
人
々
の
手
を
経
て
、
奈
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良
時
代
の
末
頃
ま
で
に
現
在
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

る
。
（
以
下
略
）

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
歌
の
表
現
に
「
素
朴
な
感
動
」
や
作
者
の
「
生
き
生
き

と
力
強
く
」
生
き
る
様
子
を
読
み
味
わ
い
、
天
皇
か
ら
農
民
ま
で
の
多
様
な
心
情
や

情
景
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
歌
を
一
首
ず
つ
検
討
し
て
い
こ
う
。

持
統
天
皇

ぢ

と

う

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天
の
香
具
山

き
た

あ
め

か

ぐ

春
が
過
ぎ
て
、
夏
が
来
た
ら
し
い
。
真
っ
白
な
衣
が
干
し
て
あ
る
よ
、
天
の

香
具
山
に
。

右
の
歌
は
、
『
万
葉
集
』
の
巻
一
に
「
天
皇
の
御
製
歌
」
と
題
詞
が
施
さ
れ
記
さ

れ
て
い
る
。
直
前
に
記
さ
れ
た
標
目
に
、
「
藤
原
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
天
皇

の
代

高
天
原
広
野
姫
天
皇

元
年
の
丁
亥
、
十
一
年
に
位
を
軽
太
子
に
譲
り
、
尊
号
を
太

上
天
皇
と
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
統
天
皇
が
作
者
と
な
る
。
『
国
歌
大
観
』
の

二
八
番
歌
に
相
当
す
る
。

教
科
書
は
脚
注
に
、
作
者
で
あ
る
持
統
天
皇
を
、

持
統
天
皇

六
四
五
―
七
〇
二

第
四
十
一
代
天
皇
。
女
帝
。
柿
本
人
麻
呂
を

は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
歌
人
を
見
い
だ
し
、
和
歌
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

と
紹
介
す
る
。
「
柿
本
人
麻
呂
を
は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
歌
人
を
見
い
だ
し
、
和
歌

の
発
展
に
貢
献
し
た
」
と
記
す
た
め
に
は
、
相
応
の
説
明
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

歌
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
み
る
と
、
上
二
句
に
夏
の
到
来
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
が
、
三
句
と
四
句
に
「
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
」
と
示
さ
れ
る
。
結
句
が

香
具
山
の
景
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
読
し
て
、
生
徒
が
も
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
と
感
じ
る
の
は
、
「
白
た
へ
の
衣
干

し
た
り
天
の
香
具
山
」
と
の
表
現
だ
け
で
、
ど
う
し
て
夏
の
到
来
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
め

か

ぐ

で
き
る
の
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
香
具
山
」
に
「
天
の
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
す
る
と
、
『
伊
予

か

ぐ

あ
め

国
風
土
記
』
逸
文
に
、

（
伊
予
の
国
の
風
土
記
に
曰
ふ
）

伊
予
の
郡
。

郡
家
ゆ
東
北
の
か
た
に
天
山
あ
り
。
天
山
と
名
く
る
由
は
倭
に
天
の
加
具
山
あ

り
。
天
ゆ
天
降
り
し
時
二
に
分
か
れ
て
、
片
端
は
倭
の
国
に
天
降
り
き
。
片
端

は
こ
の
土
に
天
降
り
き
。
因
り
て
天
山
と
謂
ふ
、
本
な
り
。
（
以
下
略
）

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
小
学
館

一
九
九
七
年
）

と
み
え
る
。
「
天
の
」
に
は
、
天
か
ら
降
っ
て
き
た
神
聖
な
山
と
し
て
、
特
別
視
さ

あ
め

れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
『
古
事
記
』
上
巻
に
残
さ
れ
る
、
天
の
岩
屋
戸
神

話
で
は
、
速
須
佐
之
男
命
の
乱
暴
に
よ
っ
て
天
の
岩
屋
戸
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
天
照

大
御
神
を
連
れ
出
す
た
め
の
祭
事
に
、

（
前
略
）
是
を
以
て
、
八
百
万
の
神
、
天
の
安
の
河
原
に
神
集
ひ
集
ひ
て
、
高

御
産
巣
日
神
の
子
、
思
金
神
に
思
は
し
め
て
、
常
夜
の
長
鳴
鳥
を
集
め
、
鳴
か

し
め
て
、
天
の
安
の
河
の
河
上
の
天
の
堅
石
を
取
り
、
天
の
金
山
の
鉄
を
取
り

て
、
鍜
人
の
天
津
麻
羅
を
求
め
て
、
伊
斯
許
理
度
売
命
に
科
せ
、
鏡
を
作
ら
し

め
、
玉
祖
命
に
科
せ
て
、
八
尺
の
勾
璁
の
五
百
津
の
御
す
ま
る
の
珠
を
作
ら
し

め
て
、
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
を
召
し
て
、
天
の
香
山
の
真
男
鹿
の
肩
を
内
抜

あ
め

か
ぐ
や
ま

き
に
抜
き
て
、
天
の
香
山
の
天
の
は
は
か
を
取
り
て
、
占
合
ひ
ま
か
な
は
し
め

て
、
天
の
香
山
の
五
百
津
真
賢
木
を
、
根
こ
じ
に
こ
じ
て
、
上
つ
枝
に
八
尺
の

勾
璁
の
五
百
津
の
御
す
ま
る
の
玉
を
取
り
著
け
、
中
つ
枝
に
八
尺
の
鏡
を
取
り

繋
け
、
下
つ
枝
に
白
丹
寸
手
、
青
丹
寸
手
を
取
り
垂
で
て
、
此
の
種
々
の
物
は
、

布
刀
玉
命
、
ふ
と
御
幣
と
取
り
持
ち
て
、
天
児
屋
命
、
ふ
と
詔
戸
言
禱
き
白
し

て
、
天
手
力
男
神
、
戸
の
掖
に
隠
り
立
ち
て
、
天
宇
受
売
命
、
手
次
に
天
の
香

山
の
天
の
日
影
を
繋
け
て
、
天
の
真
拆
を
縵
と
為
て
、
手
草
に
天
の
香
山
の
小
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竹
の
葉
を
結
ひ
て
、
天
の
石
屋
の
戸
に
う
け
を
伏
せ
て
、
蹈
み
と
ど
ろ
こ
し
、

神
懸
り
為
て
、
胸
乳
を
掛
き
出
だ
し
、
裳
の
緒
を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
き
。
爾
く

し
て
、
高
天
原
動
み
て
、
八
百
万
の
神
共
に
咲
ひ
き
。

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』

小
学
館

一
九
九
七
年
）

と
二
重
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
「
天
の
香
山
」
で
採
取
さ
れ
た
も
の
の
使
用
が
求
め

あ
め

か
ぐ
や
ま

ら
れ
て
い
る
。
神
聖
視
さ
れ
た
香
具
山
（
香
山
）
が
、
祭
祀
に
関
わ
る
場
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
た
時
期
の
あ
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

神
聖
視
さ
れ
た
香
具
山
に
干
さ
れ
た
衣
で
あ
れ
ば
、
「
白
た
へ
の
衣
」
も
ま
た
、

特
別
視
さ
れ
る
。
前
掲
し
た
『
古
事
記
』
上
巻
の
内
容
が
、
神
事
で
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
と
、
今
日
で
も
、
神
職
の
白
装
束
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ

る
ま
い
。
香
具
山
で
は
、
祭
祀
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

何
の
た
め
の
祭
祀
な
の
か
は
、
「
夏
来
る
ら
し
」
に
初
夏
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、

き
た

田
植
え
を
連
想
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
宿
題
と
し
て
、

夕
方
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
お
く
よ
う
に
す
る
と
、
今
日
で
も
、
田
植
え
に
関

わ
る
イ
ベ
ン
ト
や
神
事
の
紹
介
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
事
の
白
装
束
が
、

香
具
山
に
干
さ
れ
た
景
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
持
統
天
皇
は
夏
の
到
来
を
告
げ
て
い

る
。指

導
書
は
、
「
指
導
上
の
参
考
」
に
作
歌
時
期
を
、

（
前
略
）
藤
原
宮
の
東
方
に
あ
る
香
具
山
の
山
腹
に
乾
さ
れ
て
い
る
衣
の
際
立

つ
白
さ
を
見
て
、
夏
の
訪
れ
の
喜
び
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
季
節
感
そ
の
も
の

を
歌
う
と
い
う
方
向
も
ま
だ
未
分
化
で
あ
り
、
し
か
も
春
と
秋
が
こ
と
に
愛
さ

れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
あ
ま
り
歌
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
夏
を
、
さ
わ
や
か
に
歌

っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る

と
説
く
が
、
指
導
書
が
原
文
の
出
典
に
掲
げ
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集

①
』
（
小
学
館

一
九
九
四
年
）
頭
注
は
、

藤
原
京
か
ら
東
南
方
に
見
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
飛
鳥
か
ら
北
方
に
望
ん
だ

可
能
性
の
方
が
大
き
い
。

と
記
す
。

香
具
山
は
、
明
日
浄
御
原
宮
か
ら
も
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

距
離
は
や
は
り
遠
く
、
「
白
た
へ
」
が
「
衣
」
で
あ
る
か
否
か
を
見
分
け
る
の
は
難

し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
藤
原
京
遷
都
後
の
歌
な
の
だ
と
の
見
方
に
議
論
が
展
開
し

な
い
の
は
、
収
載
す
る
巻
一
が
表
す
時
間
軸
の
中
で
、
二
八
番
歌
が
持
統
朝
の
最
も

早
い
時
期
の
歌
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

改
め
て
「
白
た
へ
の
衣
」
が
干
さ
れ
る
景
に
留
意
す
る
と
、
前
掲
『
萬
葉
集
①
』

の
頭
注
は
、
こ
れ
に
、

持
統
朝
で
は
そ
の
四
年
十
一
月
以
前
は
元
嘉
暦
、
そ
れ
以
後
は
儀
鳳
暦
を
も
参

照
し
て
両
暦
併
用
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
が
、
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
十
一
月
十
一
日
条
に
、

「
勅
を
奉
り
て
、
始
め
て
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
を
行
ふ
。
」
と
記
す
こ
と
を
指
し
て

い
る
。
持
統
天
皇
が
、
新
し
い
暦
法
に
従
っ
て
「
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
」
と
宣
言

き
た

し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
風
景
を
「
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天
の
香
具
山
」
と
表
現

あ
め

か

ぐ

し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
眼
前
に
あ
る
景
色
を
詠
ん
で
い
る
の
で
は

な
く
、
歌
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
捉
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

指
導
書
の
「
指
導
上
の
参
考
」
に
は
、
「
対
照
的
な
色
彩
を
用
い
た
表
現
に
着
目

さ
せ
た
り
す
る
」
と
あ
る
が
、
「
白
た
へ
」
に
白
は
認
め
ら
れ
て
も
、
「
天
の
香
具

山
」
か
ら
は
、
直
ち
に
「
緑
」
を
連
想
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
に
思
う
。

む
し
ろ
二
八
番
歌
は
、
日
本
人
が
季
節
の
到
来
を
詠
み
は
じ
め
た
早
い
例
と
な
る
。

日
本
人
は
四
季
に
敏
感
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
歌
と
し
て
意
識
的
に
詠
ま
れ
は
じ
め
る

時
代
の
到
来
に
こ
そ
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
書
紀
』
は
、
斉
明
六
年

（
六
六
〇
）
五
月
条
に
「
皇
太
子
、
初
め
て
漏
剋
を
造
り
、
民
に
時
を
知
ら
し
む
」

と
記
す
。
時
が
刻
ま
れ
、
暦
に
従
っ
て
季
節
の
到
来
を
知
り
、
そ
れ
ら
を
歌
に
表
す

こ
と
の
で
き
る
時
代
が
到
来
す
る
。
そ
こ
に
持
統
天
皇
の
歌
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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「
持
統
天
皇
」
の
解
説
に
疑
問
を
呈
し
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
紹

介
に
は
、
天
武
天
皇
が
準
備
し
た
藤
原
京
へ
の
遷
都
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
記
す
べ

き
よ
う
に
思
う
。

古
代
律
令
国
家
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
暦
に
従
っ
て
年
中
行
事
が
整
え
ら
れ
て

ゆ
く
段
階
を
認
め
、
言
葉
の
世
界
に
も
、
季
節
が
積
極
的
に
詠
ま
れ
る
時
代
が
到
来

す
る
。
そ
の
象
徴
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
季
節
詠
は
、
持
統
天

皇
と
同
時
代
と
さ
れ
る
柿
本
人
麻
呂
歌
集
を
尋
ね
て
も
、
七
夕
歌
等
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
る
。三

、
柿
本
人
麻
呂
歌
へ
の
検
討

次
の
歌
を
読
ん
で
み
よ
う
。

柿

本

人
麻
呂

か
き
の
も
と
の
ひ
と

ま

ろ

東

の
野
に

炎

の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月

傾

き
ぬ

ひ
む
が
し

か
ぎ
ろ
ひ

か
た
ぶ

東
の
方
の
野
に
あ
け
ぼ
の
の
光
が
見
え
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
月
は
西

に
傾
い
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
は
、
題
詞
に
「
軽
皇
子
、
安
騎
の
野
に
宿
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻

呂
が
作
る
歌
」
と
記
し
て
い
る
。「
軽
皇
子
」
は
、
先
の
持
統
天
皇
の
孫
に
当
た
り
、

即
位
す
る
と
文
武
天
皇
と
な
る
。
そ
の
軽
皇
子
が
、
安
騎
野
へ
狩
り
に
出
か
け
た
時

に
柿
本
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
『
国
歌
大
観
』
で
は
四
八
番

歌
に
相
当
す
る
。

教
科
書
の
脚
注
は
、
柿
本
人
麻
呂
を
、

（
生
没
年
未
詳
）
持
統
・
文
武
両
天
皇
に
仕
え
た
宮
廷
歌
人
。
長
歌
に
優
れ
、

歌
聖
と
称
せ
ら
れ
る
。

と
紹
介
す
る
。
末
尾
の
「
歌
聖
と
称
せ
ら
れ
る
」
と
の
記
述
に
は
、
も
う
少
し
説
明

が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
麻
呂
を
「
歌
聖
」
と
位
置
づ
け
る
の
は
、『
万

葉
集
』
で
は
な
い
。
教
科
書
が
先
の
単
元
と
し
て
掲
げ
た
仮
名
序
に
、

古
よ
り
か
く
伝
は
る
う
ち
に
も
、
な
ら
の
御
時
よ
り
ぞ
ひ
ろ
ま
り
に
け
る
。
か

の
御
世
や
歌
の
心
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
む
。
か
の
御
時
に
、
正
三
位
柿
本
人

麿
な
ん
歌
の
聖
な
り
け
る
。
こ
れ
は
、
君
も
人
も
身
を
合
は
せ
た
り
と
い
ふ
な

る
べ
し
。
秋
の
夕
、
龍
田
河
に
流
る
る
も
紅
葉
を
ば
帝
の
御
目
に
錦
と
見
た
ま

ひ
、
春
の
朝
、
吉
野
の
山
の
桜
は
人
麿
が
心
に
は
雲
か
と
の
み
な
む
覚
え
け
る
。

ま
た
、
山
部
赤
人
と
い
ふ
人
あ
り
け
り
。
歌
に
あ
や
し
く
妙
な
り
け
り
。
人
麿

は
赤
人
が
上
に
立
た
む
こ
と
か
た
く
、
赤
人
は
人
麿
が
下
に
立
た
む
こ
と
か
た

く
な
む
あ
り
け
る
。

な
ら
の
帝
の
御
歌

龍
田
河
紅
葉
乱
れ
て
流
る
め
り
わ
た
ら
ば
錦
な
か
や
絶
え
な
む

人
麿

梅
の
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
久
方
の
天
霧
る
雪
の
な
べ
て
降
れ
れ
ば

ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
浦
の
朝
霧
に
島
隠
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ

赤
人

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来
し
我
ぞ
野
を
な
つ
か
し
一
夜
寝
に
け
る

和
歌
の
浦
に
潮
満
ち
く
れ
ば
潟
を
な
み
葦
辺
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
わ
た
る

こ
の
人
々
を
お
き
て
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
る
人
も
、
呉
竹
の
よ
よ
に
聞
え
、
片

糸
の
よ
り
よ
り
に
絶
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
の
歌
を
集
め
て
な
む
、

『
万
葉
集
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
り
け
る
。

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
今
和
歌
集
』
小
学
館

一
九
九
四
年
）

と
記
さ
れ
る
。
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
仮
名
序
」
は
、
人
麻
呂
を
三
位
と
す
る

が
、
当
時
の
人
麻
呂
は
、
正
史
に
名
を
見
せ
て
い
な
い
。
指
導
書
が
「
柿
本
人
麻
呂
」

の
項
で
「
六
位
以
下
の
下
級
官
人
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
生
涯
は
未
だ
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
」
と
記
す
と
お
り
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
歌
が
、
「
宮
廷
歌
人
」
と
称
し
た

く
な
る
よ
う
な
内
容
を
備
え
て
お
り
、
『
万
葉
集
』
に
は
、
人
麻
呂
歌
が
高
く
評
価
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さ
れ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
が
、
「
歌
聖
（
歌
の
聖
）
」

と
の
表
現
は
見
出
さ
れ
な
い
。
先
の
単
元
が
「
仮
名
序
」
に
は
じ
ま
る
こ
と
を
念
頭

に
置
く
と
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
歌
聖
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
る
こ
と
を

明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
は
、

軽
皇
子
、
安
騎
の
野
に
宿
ら
せ
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌

や
す
み
し
し

我
が
大
君

高
照
ら
す

日
の
皇
子

神
な
が
ら

神
さ
び
せ

す
と

太
敷
か
す

京
を
置
き
て

こ
も
り
く
の

泊
瀬
の
山
は

真
木
立
つ

荒
き
山
道
を

岩
が
根

禁
樹
押
し
な
べ

坂
鳥
の

朝
越
え
ま
し
て

玉
か

ぎ
る

夕
さ
り
来
れ
ば

み
雪
降
る

安
騎
の
大
野
に

は
た
す
す
き

篠
を

押
し
な
べ

草
枕

旅
宿
り
せ
す

古
思
ひ
て

（
１
・
四
五
）

短
歌

安
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
う
ち
な
び
き
眠
も
寝
ら
め
や
も
古
思
ふ
に（

１
・
四
六
）

ま
草
刈
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
に
し
君
の
形
見
と
そ
来
し

（
１
・
四
七
）

東
の
野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ（

１
・
四
八
）

日
並
の
皇
子
の
尊
の
馬
並
め
て
み
狩
立
た
し
し
時
は
来
向
か
ふ

（
１
・
四
九
）

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
①
』

小
学
館

一
九
九
四
年
）

の
一
群
か
ら
、
反
歌
の
一
首
が
独
立
し
た
形
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
が
、
題
詞
か
ら
全
て
を
含
ん
で
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
旅
の
目
的
は
、
四

五
番
歌
の
結
句
に
「
古
思
ひ
て
」
と
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
四
六
番

歌
に
は
「
う
ち
な
び
き
眠
も
寝
ら
め
や
も
」
と
の
表
現
に
、
興
奮
冷
め
や
ら
ず
眠
れ

な
い
夜
が
あ
り
、
そ
の
先
に
「
古
思
ふ
に
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
古
へ
の
思
い
は
、

四
七
番
歌
に
「
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
に
し
君
の
形
見
と
そ
来
し
」
と
具
体
化
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
先
に
四
八
番
歌
の
景
色
は
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
九
番
歌
の
「
日

並
の
皇
子
の
尊
」
に
亡
き
父
草
壁
皇
子
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
父
が
か
つ
て
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
安
騎
の
野
で
狩
り
を
し
よ
う
と
す
る
軽
皇
子
の
勇
姿

が
立
ち
現
れ
る
よ
う
に
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
歌
の
連
続
性
に
鑑
み
る
と
、
四
八
番
歌

に
実
景
ば
か
り
を
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。

述
べ
て
き
た
説
明
を
省
い
て
一
首
だ
け
を
鑑
賞
す
る
と
、
歌
の
内
容
は
、
「
東
の

方
の
野
に
あ
け
ぼ
の
の
光
」
が
見
え
る
こ
と
で
、
人
麻
呂
が
振
り
返
っ
て
「
月
傾
き

ぬ
」
と
の
姿
を
見
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
あ
け
ぼ
の

の
光
に
気
づ
け
ば
、
や
が
て
出
現
す
る
太
陽
を
、
期
待
を
込
め
て
待
ち
続
け
る
こ
と

も
可
能
な
の
だ
が
、
人
麻
呂
歌
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い
。
敢
え
て
振
り
返
る
こ
と
で
、

沈
み
ゆ
く
月
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
偶
然
の
景
色
を
詠
ん
だ
と
す
る
に
は
、
あ
ま
り

に
意
図
的
な
構
図
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
、
一
方
は
こ
れ
か
ら
昇
り
来
る
こ
と

が
予
感
さ
れ
、
も
う
一
方
は
沈
み
行
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

「
東
の
方
の
野
に
あ
け
ぼ
の
の
光
」
を
見
つ
け
な
が
ら
、
そ
の
行
方
を
じ
っ
と
見

つ
め
続
け
る
の
で
は
な
く
、
振
り
返
り
「
月
傾
き
ぬ
」
と
詠
ん
で
い
る
。
人
麻
呂
歌

が
表
す
二
つ
の
景
物
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
か
、
生
徒
た
ち
の
鑑
賞
を
尋

ね
て
み
た
い
。四

、
額
田
王
歌
へ
の
検
討

額
田

王

ぬ
か
た
の
お
ほ
き
み

君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
屋
戸
の
す
だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く

あ

こ

を

わ

や

ど

あ
な
た
の
お
い
で
を
待
っ
て
私
が
恋
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
と
、
我
が
家
の

戸
口
の
す
だ
れ
を
動
か
し
て
、
秋
の
風
が
吹
い
て
お
り
ま
す
。

『
万
葉
集
』
に
は
、
題
詞
に
「
額
田
王
、
近
江
天
皇
を
偲
ひ
て
作
る
歌
一
首
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
天
智
天
皇
へ
の
思
い
を
詠
む
歌
と
し
て
、
巻
四
の
「
相
聞
」
に
収
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め
ら
れ
て
い
る
。
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
と
四
八
八
番
歌
に
相
当
す
る
。

額
田
王
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
脚
注
は
、

（
生
没
年
未
詳
）
万
葉
初
期
の
女
流
歌
人
で
、
天
智
・
天
武
両
天
皇
に
仕
え
た
。

て

ん

じ

て
ん

む

叙
景
歌
・
叙
情
歌
の
両
方
に
優
れ
て
い
た
。

と
記
し
て
い
る
。
「
叙
景
歌
・
叙
情
歌
の
両
方
に
優
れ
て
い
た
」
と
説
明
す
る
た
め

に
は
、
相
応
の
裏
付
け
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

初
句
の
「
君
」
は
、
歌
し
か
記
さ
な
い
教
科
書
で
は
、
誰
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な

い
。
題
詞
に
従
っ
て
、
「
天
智
天
皇
」
で
あ
る
こ
と
を
注
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

指
導
書
は
「
指
導
上
の
参
考
」
に
、
四
八
八
番
歌
の
理
解
を
、

す
だ
れ
の
そ
よ
ぎ
を
「
君
」
の
訪
れ
の
前
兆
と
捉
え
、
「
待
つ
女
」
を
読
ん
だ

も
の
と
す
る
解
釈
と
、
あ
く
ま
で
も
季
節
の
発
見
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
叙
情
を
叙
景
に
重
ね
た
情
景
一
致
の
表
現
で
あ
る
。

と
ま
と
め
て
い
る
。
「
情
景
一
致
」
を
認
め
る
た
め
に
も
、
や
は
り
情
と
景
が
表
す

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
。

「
君
」
に
見
出
さ
れ
る
天
智
天
皇
は
、
天
智
十
年
（
六
七
一
）
に
崩
御
す
る
。
こ

れ
以
前
の
作
と
捉
え
て
み
る
と
、
前
掲
の
持
統
天
皇
歌
よ
り
、
十
年
以
上
早
い
季
節

詠
と
な
る
。
日
本
人
が
い
つ
か
ら
季
節
を
詠
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
、

大
き
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
巻
四
の
「
相
聞
」
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

「
我
が
屋
戸
の
す
だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く
」
に
は
、
「
君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
居
れ

わ

や

ど

あ

こ

を

ば
」
と
の
前
提
条
件
が
つ
い
て
い
る
。
単
な
る
季
節
詠
と
し
て
、
秋
の
到
来
を
知
る

だ
け
に
終
わ
ら
な
い
。
指
導
書
が
原
文
の
出
典
と
す
る
前
掲
『
萬
葉
集
①
』
は
、
頭

注
に
、六

朝
の
閏
怨
詩
に
通
じ
る
歌
境
の
歌
。
「
夜
相
思
フ
、
風
ノ
窓
ヺ
吹
キ
テ
簾
動

ク
、
コ
レ
歓
シ
キ
所
の
ノ
来
レ
ル
カ
」
（
『
清
商
曲
辞
』
呉
声
歌
、
華
山
畿
）

の
趣
に
近
い
。
（
以
下
略
）

と
記
す
。
参
考
に
す
る
と
、
「
す
だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く
」
に
は
漢
籍
の
理
解
に

基
づ
い
て
、
間
も
な
く
思
い
人
が
や
っ
て
く
る
予
兆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

額
田
王
歌
に
は
、
他
に
も
、

近
江
大
津
宮
に
天
下
治
め
た
ま
ふ
天
皇
の
代

天
命
開
別
天
皇
、
諡
を
天
智
天
皇

と
い
ふ

天
皇
、
内
大
臣
藤
原
朝
臣
に
詔
し
て
、
春
山
万
花
の
艶
と
秋
山
千
葉
の
彩

と
を
競
ひ
憐
れ
び
し
め
た
ま
ふ
時
に
、
額
田
王
、
歌
を
以
て
判
る
歌

冬
ご
も
り

春
さ
り
来
れ
ば

鳴
か
ざ
り
し

鳥
も
来
鳴
き
ぬ

咲
か
ざ
り
し

花
も
咲
け
れ
ど

山
を
し
み

入
り
て
も
取
ら
ず

草
深
み

取
り
て
も
見
ず

秋
山
の

木
の
葉
を
見
て
は

黄
葉
を
ば

取
り
て
そ
し
の
ふ

青
き
を
ば

置
き
て
そ
嘆
く

そ
こ
し
恨
め
し

秋
山
そ
我
は

（
１
・
一
六
）

と
、
秋
に
触
れ
る
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
題
詞
は
、
天
智
天
皇
が
中
臣
鎌
足
に
詔
し

て
春
秋
の
優
劣
を
競
わ
せ
て
い
る
。
「
歌
を
以
て
判
る
歌
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、

他
の
者
た
ち
が
歌
以
外
を
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
春
山
万
花
の
艶
」

や
「
秋
山
千
葉
の
彩
」
の
語
句
に
顕
著
な
ご
と
く
、
詩
宴
が
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
到
来
し
た
季
節
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
額
田
王
だ
け
が
漢
詩
の
素
材

を
歌
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
理
解
を
教
科
書
の
掲
出
歌
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
漢
籍
の
知
識
と
し

て
得
ら
れ
た
季
節
表
現
に
合
わ
せ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
恋
情
を
詠
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、

指
導
書
の
記
す
「
情
景
一
致
」
が
認
め
ら
れ
る
。

歴
史
的
に
は
、
近
江
遷
都
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
天
智
朝
に
隆
盛
と
な
っ
た
漢

詩
が
、
額
田
王
に
よ
っ
て
歌
へ
と
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
中
に
、
四
八
八
番
歌
が
詠
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

国
語
の
授
業
の
中
に
、
漢
詩
や
漢
文
の
授
業
が
含
ま
れ
て
い
る
意
味
と
結
び
つ
け

て
も
、
捉
え
て
お
き
た
い
内
容
と
な
る
。

慎
重
に
と
の
意
見
も
出
そ
う
だ
が
、
額
田
王
の
説
明
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
天
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武
二
年
（
六
七
三
）
二
月
条
に
「
天
皇
、
初
め
鏡
王
の
女
額
田
姫
王
を
娶
し
て
、
十

市
皇
女
を
生
し
ま
せ
り
。
」
と
あ
る
内
容
を
反
映
す
べ
き
よ
う
に
思
う
。
勘
の
良
い

生
徒
か
ら
は
、
直
ち
に
歌
の
「
君
」
と
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
史
実
に
は
、
天

智
天
皇
が
額
田
王
を
娶
っ
た
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。『
万
葉
集
』
が
収
載
す
る
、

中
大
兄

近
江
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
天
皇

の
三
山
の
歌
一
首

香
具
山
は

畝
傍
雄
雄
し
と

耳
梨
と

相
争
ひ
き

神
代
よ
り

か
く
に
あ

る
ら
し

古
も

然
に
あ
れ
こ
そ

う
つ
せ
み
も

妻
を

争
ふ
ら
し
き

反
歌

（
１
・
一
三
）

香
具
山
と
耳
梨
山
と
あ
ひ
し
時
立
ち
て
見
に
来
し
印
南
国
原

（
１
・
一
四
）

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
見
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
け
か
り
こ
そ（

１
・
一
五
）

右
の
一
首
の
歌
は
、
今
案
ふ
る
に
反
歌
に
似
ず
。
た
だ
し
、
旧
本
に
こ

の
歌
を
以
て
反
歌
に
載
せ
た
り
。
故
に
、
今
も
猶
し
こ
の
次
に
載
す
。

ま
た
、
紀
に
曰
く
、
「
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
の
先
の
四
年
乙
巳
に
、

天
皇
を
立
て
て
皇
太
子
と
し
た
ま
ふ
」
と
い
ふ
。

或
い
は
、

（
天
智
）
天
皇
、
蒲
生
野
に
遊
猟
す
る
時
に
、
額
田
王
の
作
る
歌

あ
か
ね
さ
す
紫
草
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
（
１
・
二
〇
）

皇
太
子
の
答
ふ
る
御
歌

明
日
香
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
天
皇
、
諡
を

天
武
天
皇
と
い
ふ

紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
故
に
我
恋
ひ
め
や
も

（
１
・
二
一
）

紀
に
曰
く
、「
天
皇
の
七
年
丁
卯
の
夏
五
月
五
日
、
蒲
生
野
に
遊
猟
す
。

時
に
、
大
皇
弟
・
諸
王
・
内
臣
ま
た
群
臣
、
皆
悉
従
ふ
」
と
い
ふ
。

等
の
解
釈
に
発
展
す
る
話
題
を
含
ん
で
い
る
。
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
、
更
に
『
万

葉
集
』
を
読
む
動
機
に
つ
な
げ
て
お
き
た
い
気
も
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
深
入
り
は
し

な
い
。
質
問
を
す
る
生
徒
が
あ
れ
ば
、
恋
の
歌
は
恋
を
し
な
い
と
詠
む
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
を
問
い
か
け
て
お
く
。

五
、
山
部
赤
人
歌
へ
の
検
討

山
部
赤
人

や
ま
べ
の
あ
か
ひ
と

天
地
の

分
か
れ
し
時
ゆ

神
さ
び
て

高
く

貴

き

駿
河
な
る

富
士
の

あ
め
つ
ち

か
む

た
ふ
と

す
る

が

高
嶺
を

天
の
原

振
り
放
け
見
れ
ば

渡
る
日
の

影
も
隠
ら
ひ

照
る
月

た
か

ね

あ
ま

さ

か
く

の

光
も
見
え
ず

白
雲
も

い
行
き
は
ば
か
り

時
じ
く
そ

雪
は
降
り
け

し
ら
く
も

ゆ

る

語
り
継
ぎ

言
ひ
継
ぎ
行
か
む

富
士
の
高
嶺
は

天
地
が
分
か
れ
た
と
き
か
ら

神
々
し
く
高
く
貴
い
、
駿
河
の
国
に
あ
る

こ
う
ご
う

富
士
の
高
嶺
を

広
々
と
し
た
大
空
に

振
り
仰
い
で
見
や
る
と
、
空
を
渡

る
太
陽
の
姿
も
隠
れ
、
照
る
月
の
光
も
見
え
ず
、
白
雲
も
は
ば
ま
れ
て
行
き

滞
り
、
時
季
を
定
め
ず
雪
は
降
っ
て
い
る
。
語
り
継
ぎ
、
言
い
継
い
で
い
こ

う
、
こ
の
富
士
の
高
嶺
は
。

反
歌

田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
真
白
に
そ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る

た

ご

う
ら

い

ま

し
ろ

田
子
の
浦
を
通
っ
て
出
て
み
る
と
、
お
お
、
な
ん
と
真
っ
白
に
富
士
の
高
嶺

に
雪
が
降
っ
て
い
る
よ
。

右
は
、
『
万
葉
集
』
が
題
詞
に
「
山
部
宿
禰
赤
人
が
富
士
の
山
を
望
む
歌
一
首

并

せ
て
短
歌
」
と
記
す
歌
で
あ
る
。
巻
三
の
「
雑
歌
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
国
歌

大
観
』
の
三
一
七
～
三
一
八
番
歌
に
相
当
す
る
。

山
部
赤
人
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
脚
注
は
、

（
生
没
年
未
詳
）
奈
良
時
代
初
期
の
歌
人
。
叙
景
歌
に
優
れ
、
人
麻
呂
と
並
び

称
さ
れ
る
。

と
記
す
。
気
に
な
る
の
は
「
人
麻
呂
と
並
び
称
さ
れ
る
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
本
論

の
三
に
掲
出
し
た
よ
う
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
仮
名
序
」
に
は
、
人
麻
呂
と
並

び
称
さ
れ
て
い
る
。
指
導
書
は
「
山
部
赤
人
」
の
説
明
に
、
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大
伴
家
持
は
、
自
分
の
歌
の
才
能
で
は
「
山
柿
の
門
」
に
達
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
と
記
し
て
い
る
が
、
山
は
赤
人
、
柿
は
人
麻
呂
を
指
す
。

と
、
『
万
葉
集
』
に
も
そ
の
痕
跡
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
指
導
書
が

原
文
の
出
典
と
し
て
掲
げ
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
④
』
（
小
学
館
・
一

九
九
六
年
）
に
は
、
三
九
六
九
番
歌
の
頭
注
に
、

当
時
、
既
に
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
歌
人
と
評
さ
れ
て
い
た
山
部
宿
禰
赤
人
と
柿
本
朝

臣
人
麻
呂
を
さ
す
か
。

と
疑
問
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
「
ま
た
、
漢
語
「
山
柿
」
の
意
と
見
て
、

人
麻
呂
の
み
を
指
す
と
い
う
説
も
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
の

「
仮
名
序
」
に
、
人
麻
呂
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
と
断
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
の
内
容
に
立
ち
入
る
と
、
「
天
地
の

分
か
れ
し
時
ゆ
」
と
冒
頭
の
二
句
だ
け

あ
め
つ
ち

で
、
事
の
起
こ
り
を
天
地
創
造
か
ら
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
の
中
に
歌

い
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
遠
い
昔
か
ら
、
神
々
し
く
高
く
貴
い
駿
河
に
あ
る

富
士
の
高
嶺
を
、
天
空
に
向
か
っ
て
振
り
仰
い
で
み
る
と
、
「
渡
る
日
の

影
も
隠か

く

ら
ひ
」
と
「
照
る
月
の

光
も
見
え
ず
」
を
対
に
し
て
高
さ
を
極
め
、
そ
れ
が
「
白
雲

し
ら
く
も

も

い
行
き
は
ば
か
り
」
と
改
め
て
確
認
さ
れ
な
が
ら
、
「
時
じ
く
そ

雪
は
降
り

ゆ

け
る
」
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
、
高
い
ば
か
り
で
な
く
、
時
を
選
ば
な
い
と
こ
ろ
に
、

降
り
続
く
雪
の
永
遠
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
高
く
貴
け
れ
ば
こ
そ
、
ま

た
長
く
続
い
て
き
た
神
聖
な
山
の
姿
に
感
動
す
れ
ば
こ
そ
、
「
語
り
継
ぎ

言
ひ
継

ぎ
行
か
む
」
と
呼
び
か
け
る
。
そ
の
よ
う
な
山
の
姿
を
「
富
士
の
高
嶺
は
」
と
印
象

強
く
結
ん
で
い
る
。

長
歌
は
、
百
人
一
首
で
五
七
五
七
七
だ
け
に
親
し
ん
で
き
た
生
徒
た
ち
が
は
じ
め

て
出
会
う
歌
体
と
な
る
。
古
く
は
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
。
『
万
葉
集
』

は
、
多
様
な
歌
体
を
持
っ
て
い
た
歌
々
が
、
短
歌
化
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
歌
集
で
あ
る
。
長
歌
の
句
数
は
多
い
が
、
対
句
に
内
容
を

繰
り
返
し
確
か
め
ら
れ
る
効
果
を
学
び
た
い
。
声
に
出
し
て
読
み
、
耳
で
聞
い
て
も

内
容
を
理
解
で
き
る
か
を
試
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
歌
は
、
文

字
を
持
た
な
い
段
階
か
ら
は
じ
ま
る
言
語
文
化
で
あ
る
こ
と
も
伝
え
た
い
。

長
歌
は
そ
の
名
の
と
お
り
長
い
の
で
、
反
歌
に
は
主
題
を
く
り
返
し
た
り
、
な
お

言
い
足
り
な
い
こ
と
を
補
足
す
る
役
割
が
あ
る
。
説
明
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
長

歌
に
対
し
て
、
反
歌
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
を
確
か
め
た
い
。
長
歌

は
「
駿
河
」
の
側
に
い
る
こ
と
だ
け
を
示
唆
す
る
が
、
反
歌
の
上
句
は
、
赤
人
が
「
田

子
の
浦
」
か
ら
で
た
と
こ
ろ
で
富
士
山
に
出
会
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
下
句
に

は
、
長
歌
の
「
時
じ
く
そ

雪
は
降
り
け
る
」
が
、
「
ま
白
に
そ
」
と
印
象
に
強
く

残
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
富
士
の
高
嶺
に
雪
が
降
る
姿
を
想
像
さ
せ
る
。

こ
の
歌
を
読
み
な
が
ら
、
当
時
の
富
士
山
は
本
当
に
真
っ
白
な
雪
が
降
り
積
も
っ

て
い
た
の
か
ど
う
か
、
生
徒
た
ち
に
尋
ね
て
み
た
い
思
い
を
抱
く
。『
万
葉
集
』
は
、

赤
人
の
富
士
の
歌
の
直
後
に
、

富
士
の
山
を
詠
む
歌
一
首

并
せ
て
短
歌

な
ま
よ
み
の

甲
斐
の
国

う
ち
寄
す
る

駿
河
の
国
と

こ
ち
ご
ち
の

国

の
み
中
ゆ

出
で
立
て
る

富
士
の
高
嶺
は

天
雲
も

い
行
き
は
ば
か
り

飛
ぶ
鳥
も

飛
び
も
上
ら
ず

燃
ゆ
る
火
を

雪
も
て
消
ち

降
る
雪
を

火

も
て
消
ち
つ
つ

言
ひ
も
得
ず

名
付
け
も
知
ら
ず

奇
し
く
も

い
ま
す
神

か
も

石
花
の
海
と

名
付
け
て
あ
る
も

そ
の
山
の

堤
め
る
海
そ

富
士

川
と

人
の
渡
る
も

そ
の
山
の

水
の
激
ち
そ

日
本
の

大
和
の
国
の

鎮
め
と
も

い
ま
す
神
か
も

宝
と
も

な
れ
る
山
か
も

駿
河
な
る

富
士

の
高
嶺
は

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

（
３
・
三
一
九
）

反
歌

富
士
の
嶺
に
降
り
置
く
雪
は
六
月
の
十
五
日
に
消
ぬ
れ
ば
そ
の
夜
降
り
け
り

（
３
・
三
二
〇
）

富
士
の
嶺
を
高
み
恐
み
天
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
た
な
び
く
も
の
を

（
３
・
三
二
一
）
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右
の
一
首
、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
歌
の
中
に
出
で
た
り
。
類
を
以
て
こ
こ

に
載
せ
た
り
。

を
併
記
し
て
い
る
。
「
燃
ゆ
る
火
を

雪
も
て
消
ち

降
る
雪
を

火
も
て
消
ち
つ

つ

言
ひ
も
得
ず

名
付
け
も
知
ら
ず
」
と
表
現
さ
れ
た
富
士
の
山
に
、
真
っ
白
な

高
嶺
は
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
続
日
本
紀
』
の
天
応
元
年
（
七
八
一
）
七

月
六
日
条
に
は
、
「
駿
河
国
が
「
富
士
山
の
麓
に
灰
が
降
っ
て
、
灰
の
か
か
っ
た
と

こ
ろ
は
木
の
葉
が
萎
え
し
お
れ
ま
し
た
」
と
言
上
し
た
。
」
と
の
記
事
も
見
出
さ
れ

る
。
見
た
ま
ま
を
詠
ん
だ
と
は
限
ら
な
い
。

富
士
山
の
絵
を
描
く
課
題
を
出
し
て
み
る
と
、
現
代
で
も
多
く
の
人
が
山
頂
を
白

く
塗
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
赤
人
の
歌
は
、
そ
の
原
形
を
詠
ん
で
い
る
よ
う
な
内

容
を
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
赤
人
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
歌
を
詠
む
に
至
る
の
か
も
、
生
徒
た
ち
に

は
考
え
て
欲
し
い
気
が
す
る
。
今
日
の
私
た
ち
が
、
観
光
地
で
美
し
い
風
景
を
写
真

に
収
め
、
帰
っ
て
か
ら
友
達
や
家
族
に
見
せ
る
気
持
ち
に
近
い
感
覚
を
見
つ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
、
山
上
憶
良
歌
へ
の
検
討

次
の
歌
を
読
ん
で
み
よ
う
。

山

上

憶
良

や
ま
の
う
へ
の
お
く

ら

憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も
我
を
待
つ
ら
む
そ

ま
か

わ

私
、
憶
良
め
は
、
も
う
退
出
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
子
供
が
泣
い
て
お
り
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
、
そ
の
母
親
も

私
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
万
葉
集
』
に
は
、
題
詞
に
「
山
上
憶
良
臣
、
宴
を
罷
る
歌
一
首
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
巻
三
の
「
雑
歌
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
国
歌
大
観
』
の
三
三
七
番
歌
に

相
当
す
る
。

山
上
憶
良
に
つ
い
て
の
脚
注
は
、

六
六
〇
～
七
三
三
？

奈
良
時
代
初
期
の
歌
人
。
壮
年
の
頃
、
遣
唐
使
の
一
員

と
し
て
唐
に
渡
る
。
豊
か
な
学
識
を
も
ち
、
社
会
や
人
生
を
歌
っ
た
。

と
記
し
て
い
る
。
三
三
七
番
歌
の
場
合
、
そ
の
解
説
は
ど
の
よ
う
に
当
て
は
ま
る
の

で
あ
ろ
う
。
三
三
七
番
歌
に
「
子
」
と
「
そ
の
母
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

留
意
す
る
と
、
憶
良
の
「
惑
へ
る
情
を
反
さ
し
む
る
歌
一
首

并
せ
て
序
」
（
５
・
八

〇
〇
～
八
〇
一
）
の
序
は
、
傍
線
で
示
す
よ
う
に
、

或
人
、
父
母
を
敬
ふ
こ
と
を
知
り
て
、
侍
養
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
妻
子
を
顧
み

ず
し
て
、
脱
屣
よ
り
も
軽
に
し
、
自
ら
倍
俗
先
生
と
称
く
。
意
気
は
青
雲
の
上

に
揚
が
れ
ど
も
、
身
体
は
猶
し
塵
俗
の
中
に
在
り
。
未
だ
得
道
に
修
行
せ
る
聖

に
験
あ
ら
ず
、
蓋
し
こ
れ
山
沢
に
亡
命
す
る
民
な
ら
む
か
。
所
以
に
三
綱
を
指

示
し
、
五
教
を
更
め
開
き
、
遺
る
に
歌
を
以
て
し
、
そ
の
惑
ひ
を
反
さ
し
む
。

歌
に
曰
く

と
記
し
、
歌
に
も

父
母
を

見
れ
ば
尊
し

妻
子
見
れ
ば

め
ぐ
し
愛
し

世
の
中
は

か
く
ぞ

理

も
ち
鳥
の

か
か
ら
は
し
も
よ

行
く
へ
知
ら
ね
ば

う
け
沓
を

脱
き

棄
る
ご
と
く

踏
み
脱
き
て

行
く
ち
ふ
人
は

石
木
よ
り

生
り
出
し
人
か

汝
が
名
告
ら
さ
ね

天
へ
行
か
ば

汝
が
ま
に
ま
に

地
な
ら
ば

大
君
い
ま

す

こ
の
照
ら
す

日
月
の
下
は

天
雲
の

向
伏
す
極
み

た
に
ぐ
く
の

さ
渡
る
極
み

聞
こ
し
食
す

国
の
ま
ほ
ら
ぞ

か
に
か
く
に

欲
し
き
ま
に

ま
に

然
に
は
あ
ら
じ
か

（
５
・
八
〇
〇
）

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
②
』

小
学
館

一
九
九
五
年
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
「
子
」
に
至
っ
て
は
、
そ
の
直
前
に
記
さ

れ
る
「
子
等
を
思
ふ
歌
一
首

并
せ
て
序
」
（
５
・
八
〇
二
～
八
〇
三
）
の
序
に
、

釈
迦
如
来
、
金
口
に
正
し
く
説
き
た
ま
は
く
、
「
衆
生
を
等
し
く
思
ふ
こ
と
、

羅
睺
羅
の
ご
と
し
」
と
。
ま
た
説
き
た
ま
は
く
、
「
愛
す
る
は
子
に
過
ぎ
た
り
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と
い
ふ
こ
と
な
し
」
と
。
至
極
の
大
聖
す
ら
に
、
な
ほ
し
子
を
愛
し
た
ま
ふ
心

あ
り
。
況
や
、
世
間
の
蒼
生
、
誰
か
子
を
愛
せ
ざ
ら
め
や
。

と
あ
り
、
歌
に
も
、

瓜
食
め
ば

子
ど
も
思
ほ
ゆ

栗
食
め
ば

ま
し
て
偲
は
ゆ

い
づ
く
よ
り

来
り
し
も
の
そ

ま
な
か
ひ
に

も
と
な
か
か
り
て

安
眠
し
な
さ
ぬ

反
歌

（
５
・
八
〇
二
）

銀
も
金
も
玉
も
な
に
せ
む
に
優
れ
る
宝
子
に
及
か
め
や
も

（
５
・
八
〇
三
）

等
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
を
紹
介
し
な
く
て
も
、
歌
に
子
ど
も
を
詠
む
こ
と
が

多
く
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
儒
教
や
漢
訳
仏
典
の
理
解
を
活
か
し
て

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
だ
け
で
も
、
遣
唐
使
の
経
験
に
基
づ
い
た
豊
か
な

知
識
の
も
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
子
や
妻
を
話
題
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
新
た
な
知
識
を
活
か
し
て
社
会
や
人
生
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
作
歌
事
情
に
つ
い
て
、
指
導
書
は
諸
説
を
併
記
す
る
に
留
ま
る
。
教
科

書
の
脚
注
は
、
初
句
の
「
『
ら
』
は
、
自
分
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
接
尾
語
」
と
記

す
と
こ
ろ
に
注
意
し
て
い
る
が
、
生
徒
た
ち
に
は
、
憶
良
が
「
我
」
で
は
な
く
、
自

身
の
名
で
歌
い
起
こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
受
け
る
印
象
を
尋
ね
て
み
た
い
。
「
可
愛

い
」
「
幼
い
」
と
の
返
事
が
返
っ
て
く
れ
ば
、
少
し
お
ど
け
て
歌
い
は
じ
め
る
憶
良

の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
指
導
書
が
「
そ
の
母
」
に
「
独
特
の
ユ
ー
モ

ア
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
記
す
内
容
も
、
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か

を
確
か
め
た
い
。
日
本
で
は
、
父
親
が
自
宅
で
、
妻
の
こ
と
を
「
お
母
さ
ん
」
と
呼

ぶ
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
案
外
普
通
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
か

も
し
れ
な
い
。

歌
か
ら
推
定
さ
れ
る
憶
良
の
年
齢
を
尋
ね
て
み
て
も
、
現
代
に
あ
っ
て
は
、
幅
の

広
い
回
答
が
得
ら
れ
よ
う
。
前
掲
し
た
八
〇
〇
～
八
〇
三
番
歌
と
同
じ
神
亀
五
年
（
七

二
八
）
の
作
と
仮
定
し
て
み
る
と
、
六
十
九
歳
が
算
出
で
き
る
。

こ
の
歌
の
理
解
の
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
題
詞
に
「
宴
を
罷
る
歌
」
と
記
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
注
意
を
促
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
年
長
者
が
こ
の
歌
で
終
わ
ら
せ
る
効
果

を
問
い
か
け
て
み
る
と
、
儒
教
や
漢
訳
仏
典
の
知
識
を
活
か
し
て
、
自
身
の
子
や
妻

を
話
題
に
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

さ
あ
さ
あ
皆
さ
ん
、
憶
良
め
は
も
う
帰
り
ま
す
よ
、
ほ
ら
ほ
ら
家
で
は
子
供
さ

ん
が
、
帰
り
を
待
っ
て
い
ま
す
よ
。
ほ
ら
、
そ
の
子
の
お
母
さ
ん
も
、
き
っ
と

皆
さ
ん
の
帰
り
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

と
の
意
味
を
込
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
し
と
ぼ
け
た
歌
い
起

こ
し
の
意
味
も
、
妻
を
「
そ
の
母
」
と
表
現
し
た
意
味
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
年
長
者

と
し
て
、
自
ら
の
役
割
を
知
る
憶
良
の
知
的
な
気
配
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
歌
が
必
要
に
応
じ
て
、
宴
と
い
う
場
で
機
能
し
て
い
た
と
こ
ろ
ま
で
説
明
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

七
、
東
歌
へ
の
検
討

東

歌

あ
づ
ま
う
た

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
何
そ
こ
の
児
の
こ
こ
だ
愛
し
き

こ

か
な

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
織
り
の
布
の
よ
う
に
、
さ
ら
さ
さ
ら
に
、
な
ん
で
こ
の

娘
が
こ
ん
な
に
も
い
と
し
い
の
か
。

右
の
歌
は
、
『
万
葉
集
』
巻
十
四
に
収
め
ら
れ
た
「
東
歌
」
に
「
右
の
九
首
、
武

蔵
国
の
歌
」
と
括
り
記
さ
れ
た
中
の
一
首
で
あ
る
。
『
国
歌
大
観
』
で
は
、
三
三
七

三
番
歌
に
相
当
す
る
。

教
科
書
は
、
脚
注
に
「
東
歌
」
を
「
東
国
地
方
の
歌
」
と
記
す
。
指
導
書
に
は
、

「
多
摩
川
で
働
く
若
い
女
性
た
ち
に
注
が
れ
る
若
者
の
熱
い
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
歌

で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
た
時
、
も
う
少
し
尋
ね
て
み
た
く
な
る
の

が
、
作
者
と
な
る
「
若
者
」
の
存
在
で
あ
る
。
指
導
書
が
原
文
の
出
典
と
す
る
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
③
』
（
小
学
館

一
九
九
五
年
）
は
、
頭
注
に
「
調
布



12

梅花女子大学教職研究 , No.3（March 2018）

の
生
産
に
携
わ
る
人
々
の
歌
か
」
と
記
す
。
教
科
が
出
典
に
記
す
『
万
葉
集
』
の
、

天
皇
や
貴
族
、
兵
士
、
農
民
な
ど
、
広
い
階
層
の
人
々
の
素
朴
な
感
動
が
、
生

き
生
き
と
力
強
く
歌
わ
れ
て
い
る
。

と
の
解
説
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「
農
民
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
注
目
す
べ
き
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
一
つ
目
は
歌
体
で
あ
る
。
都
か
ら
遠
く

離
れ
た
武
蔵
国
に
あ
っ
て
も
、
歌
と
い
え
ば
五
七
五
七
七
の
定
型
が
一
般
的
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
目
に
序
詞
の
使
用
で
あ
る
。
指
導
書
は
、
「
一
般
に
、
中

央
の
序
詞
が
様
式
的
な
美
の
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
東
歌
の
序
詞
は
直
接
的
な

生
活
感
情
の
表
現
で
あ
る
場
合
が
多
い
」
と
記
す
。
確
か
に
「
多
摩
川
に
さ
ら
す
手

作
り
」
に
は
、
生
活
感
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
二
句
目
の

「
さ
ら
す
」
が
、
導
き
出
す
「
さ
ら
さ
ら
に
」
に
は
、
リ
ズ
ム
も
清
涼
感
も
十
分
に

感
じ
ら
れ
る
。
三
つ
目
に
、
方
言
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

巻
二
十
が
所
収
す
る
武
蔵
国
の
防
人
歌
に
は
、

（
大
刀
）

（
月
）

た

ち

つ
き

枕
多
之
腰
に
取
り
佩
き
ま
か
な
し
き
背
ろ
が
ま
き
来
む
都
久
の
知
ら
な
く

た

し

つ

く（

・
四
四
一
三
）

20

右
の
一
首
、
上
丁
那
珂
郡
の
檜
前
舎
人
石
前
が
妻
の
大
伴
部
真
足
女

（

愛

し
く
）

（
離
れ
）

う
つ
く

は
な

大
君
の
命
恐
み
宇
都
久
之
氣
真
子
が
手
波
奈
利
島
伝
ひ
行
く

う

つ

く

し

け

は

な

り

（

・
四
四
一
四
）

20

右
の
一
首
、
助
丁
秩
父
郡
の
大
伴
部
少
歳

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
④
』

小
学
館

一
九
九
六
年
）

と
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
な
音
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
比
較
し
て
も
、

洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
歌
の
在
り
方
と
作
者
の
関
係
づ
け
は
、
単

純
で
は
な
さ
そ
う
に
思
う
。

む
し
ろ
授
業
で
は
、
作
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
問
う
こ
と
よ
り
、

都
の
歌
に
対
し
て
、「
東
歌
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
尋
ね
て
み
た
い
。

武
蔵
国
の
生
業
を
序
詞
に
喩
え
た
恋
歌
と
し
て
読
ん
で
み
る
と
、
歌
い
手
が
誰
で

あ
る
の
か
は
直
ち
に
問
わ
れ
な
い
。
都
に
住
む
天
皇
や
貴
族
た
ち
の
暮
ら
し
や
文
化

が
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
東
国
の
暮
ら
し
や
文
化
を
活
か
し
て
詠
ま

れ
た
歌
ま
で
を
集
め
て
い
る
の
が
『
万
葉
集
』
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。

八
、
防
人
歌
へ
の
検
討

防

人

歌

さ
き
も
り
の
う
た

父
母
が
頭
掻
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て
言
ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る

け

と

ば

父
母
が
頭
を
な
で
て
、
無
事
で
い
る
よ
う
に
、
と
い
っ
た
言
葉
が
わ
す
れ
ら

れ
な
い
。

『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
防
人
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
、
巻
二
十
に
「
天
平
勝
宝
七

歳
乙
未
の
二
月
に
、
相
替
り
て
筑
紫
に
遣
は
さ
る
る
諸
国
の
防
人
等
が
歌
」
と
記
し

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
右
の
歌
も
そ
の
中
に
「
二
月
七
日
に
、
駿
河
国
の
防
人
部
領

使
守
従
五
位
下
布
勢
朝
臣
人
主
の
、
実
に
進
る
は
九
日
、
歌
の
数
二
十
首
。
た
だ
し
、

拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。
」
と
記
さ
れ
た
歌
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
『
国
歌
大
観
』

で
は
、
四
三
四
六
番
歌
に
相
当
す
る
。

前
掲
の
東
歌
に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五

五
）
の
防
人
歌
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
四
三
四
六
番
歌
に
も
「
右
の
一
首
、
丈
部
稲

麻
呂
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
教
科
書
に
も
指
導
書
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

歌
の
読
み
は
、
原
文
を
見
る
と
「
知
々
波
々
我

可
之
良
加
伎
奈
弖

佐
久
安
礼

天

伊
比
之
氣
等
婆
是

和
須
礼
加
祢
豆
流
」
と
、
傍
線
を
施
し
た
部
分
に
、
都
の

言
葉
と
音
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
父
母
が
」
と
歌
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
作
者
が
両
親
と
同
居
し
て

い
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
頭
掻
き
撫
で
」
と
の
表
現
か
ら
は
、
作
者
の
幼
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さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
指
導
書
は
、
次
の
歌
に
類
似
表
現
が
あ
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
。

天
皇
、
酒
を
節
度
使
の
卿
等
に
賜
ふ
御
歌
一
首

并
せ
て
短
歌

食
す
国
の

遠
の
朝
廷
に

汝
等
が

か
く
罷
り
な
ば

平
け
く

我
は
遊
ば

む

手
抱
き
て

我
は
い
ま
さ
む

天
皇
朕

珍
の
御
手
も
ち

か
き
撫
で
そ

ね
ぎ
た
ま
ふ

う
ち
撫
で
そ

ね
ぎ
た
ま
ふ

帰
り
来
む
日
に

相
飲
ま
む
酒

そ

こ
の
豊
御
酒
は

（
６
・
九
七
三
）

反
歌
一
首

ま
す
ら
を
の
行
く
と
い
ふ
道
そ
凡
ろ
か
に
思
ひ
て
行
く
な
ま
す
ら
を
の
伴

（
６
・
九
七
四
）

右
の
御
歌
は
、
或
は
云
は
く
、
太
上
天
皇
の
御
製
な
り
、
と
い
ふ
。

波
線
部
は
、
天
皇
が
節
度
使
の
安
全
を
祈
っ
て
行
う
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
解
す
る
と
、
四
三
四
六
番
歌
の
作
者
が
年
若
い
と
は
限
ら

な
い
。
父
母
は
、
旅
の
安
全
を
祈
る
行
為
と
し
て
頭
を
撫
で
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の

内
容
は
、
続
く
「
幸
く
あ
れ
」
と
の
表
現
に
強
く
結
び
つ
く
。
作
者
は
、
そ
の
時
の

こ
と
を
回
想
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
重
視
す
べ
き
は
、
父
母
に
見
送
ら
れ
た
時
の
こ
と
を
回
想
す
る
防
人
歌
と
、

天
皇
が
節
度
使
を
送
り
出
す
歌
と
が
、
発
想
も
表
現
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
作
者
の
存
在
を
考
え
る
余
地
も
あ
る
が
、
東
歌
と
同
様
に
深
入
り
す
る
の

は
避
け
た
方
が
良
さ
そ
う
に
思
う
。

む
し
ろ
生
徒
た
ち
に
は
、
防
人
に
命
じ
ら
れ
た
旅
が
、
今
よ
り
は
る
か
に
困
難
で

厳
し
く
、
生
き
て
帰
る
約
束
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
見
送
る
者
も
旅
行
く
者
も
、
無
事
に
帰
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
行
為
が
歌
に
も
「
頭
掻
き
撫
で
幸
く
あ
れ
」
と
表
現
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
大
伴
家
持
歌
へ
の
検
討

大

伴

家
持

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

春
の
園

紅

に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
を
と
め

そ
の
く
れ
な
ゐ

い

春
の
園
の
、
紅
色
に
美
し
く
咲
い
て
い
る
桃
の
花
の
、
下
ま
で
照
り
輝
く
道

に
出
て
い
っ
て
立
つ
娘
よ
。

こ
の
歌
は
、
巻
十
九
の
巻
頭
を
飾
る
「
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
三
月
一
日
の

暮
に
、
春
苑
の
桃
李
の
花
を
眺
矚
し
て
作
る
二
首
」
の
う
ち
の
一
首
目
で
あ
る
。『
国

歌
大
観
』
の
四
一
三
九
番
歌
に
相
当
す
る
。

作
者
の
大
伴
家
持
は
、
教
科
書
の
脚
注
に
、

七
一
八
？
～
七
八
五

奈
良
時
代
末
期
の
歌
人
。
「
万
葉
集
」
の
編
纂
に
携
わ
っ

へ
ん
さ
ん

た
と
さ
れ
る
。
「
万
葉
集
」
に
は
最
多
の
四
百
七
十
余
首
を
残
し
て
い
る
。
最

終
歌
で
あ
る

新

し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
吉
事

あ
ら
た

よ

ご

と

の
作
者
で
も
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
終
歌
を
記
し
た
の
は
、
「
『
万
葉
集
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た

へ
ん
さ
ん

と
さ
れ
る
」
と
記
す
内
容
を
、
間
接
的
に
裏
付
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う

で
あ
る
な
ら
「
『
万
葉
集
』
二
十
巻
の
う
ち
、
末
尾
の
巻
十
七
～
二
十
は
、
「
大
伴

家
持
の
歌
日
記
」
或
い
は
「
歌
日
誌
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
家
持
歌
を
中
心
に
編
ま

れ
て
い
る
」
と
記
す
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

歌
の
内
容
は
、
春
の
園
が
「
に
ほ
ふ
」
と
の
表
現
で
、
紅
く
華
や
か
な
桃
の
花
で

輝
い
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
、
花
の
美
し
さ
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
道
が
あ
り
、
乙
女

が
立
っ
て
い
る
。
「
下
照
る
」
と
の
表
現
に
よ
っ
て
、
道
も
乙
女
も
、
桃
の
花
の
美

し
さ
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
指
導
書
は
、
結
句
に
「
桃
の
花
に
乙
女
を
配
し
、

絵
画
的
で
妖
艶
な
趣
を
表
し
て
い
る
」
と
記
す
。
「
を
と
め
」
に
は
、
家
持
の
妻
で

あ
る
坂
上
大
嬢
を
重
ね
る
説
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
乙
女
を
連
想
す
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る
の
か
は
、
生
徒
た
ち
に
尋
ね
た
い
。
桃
の
花
が
照
り
映
え
る
道
の
下
に
、
各
自
が

思
い
描
く
乙
女
を
配
置
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
葉
に
よ
っ
て
、
描
き
出
さ

れ
た
春
の
園
の
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
た
い
。
二
首
目
の
四
一
四
〇
番
歌
に
つ
い
て

は
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
一
首
目
の
解
説
に
直
接
影
響
を
与
え
な
い
。
指
導
書
の

記
す
範
囲
を
参
考
に
す
る
程
度
に
留
め
る
。

指
導
書
と
は
別
の
話
題
を
提
供
し
て
お
け
ば
、
四
一
三
九
～
四
一
四
〇
番
歌
に
は
、

同
日
の
作
と
し
て
、

飜
び
翔
る
鴫
を
見
て
作
る
歌
一
首

春
ま
け
て
も
の
悲
し
き
に
さ
夜
更
け
て
羽
振
き
鳴
く
鴫
誰
が
田
に
か
住
む

（

・
四
一
四
一
）

19

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
四
一
三
九
が
春
を
園
に
美
し
く
見
出
す
一
方
で
、
家
持
は
春

の
到
来
を
「
も
の
悲
し
き
に
」
と
も
受
け
止
め
て
い
る
。
春
の
到
来
は
、
本
来
楽
し

む
べ
き
も
の
な
の
だ
が
、
都
を
離
れ
守
と
し
て
越
中
国
に
暮
ら
す
体
験
が
、
家
持
の

季
節
詠
に
変
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
読
む
限
り
に
お
い
て
、
『
万
葉
集
』
は
教
科
書
の
「
出
典
」
が
記

す
よ
う
な
、

天
皇
や
貴
族
、
兵
士
、
農
民
な
ど
広
い
階
層
の
人
々
の
素
朴
な
感
動
が
、
生
き

生
き
と
力
強
く
歌
わ
れ
て
い
る
。

と
の
内
容
を
、
直
ち
に
は
確
認
し
難
い
内
容
を
備
え
て
い
る
。
掲
出
す
る
歌
の
内
容

に
合
わ
せ
て
、

①
漢
籍
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
古
代
律
令
国
家
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
、

暦
に
よ
る
年
中
行
事
が
確
立
し
て
い
く
中
で
、
日
本
人
が
季
節
を
詠
み
は

じ

め
た
頃
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
歌
に
詠
ま
れ
た
景
色
は
、
実
景
ば
か
り
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
主
題
に
応
じ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。

④
歌
は
、
旅
や
宴
席
等
、
場
の
役
割
と
要
請
に
応
じ
て
詠
ま
れ
、
活
用
さ
れ

て
い
た
。

③
表
現
す
る
内
容
に
応
じ
て
、
五
七
五
七
七
以
前
の
多
様
な
歌
体
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
歌
体
に
合
わ
せ
て
、
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
表
現
技
術
が

工

夫
さ
れ
て
い
る
。

⑤
都
の
歌
を
中
心
に
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
地
方
に
ま
で
関
心
を
広
げ
、
東

歌
や
防
人
歌
の
よ
う
な
歌
ま
で
を
幅
広
く
集
め
、
整
理
し
て
い
る
。

⑥
二
十
巻
の
末
四
巻
は
、
「
大
伴
家
持
の
歌
日
記
」
或
い
は
「
歌
日
誌
」
と
呼

び
習
わ
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
家
持
の
歌
を
中
心
に
編
ま
れ
て
い
る
。
個
々

に
編
ま
れ
て
い
た
巻
を
『
万
葉
集
』
と
し
て
整
理
し
た
人
物
と
し
て
注
目

さ

れ
る
。

こ
と
等
を
、
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
学
年
で
の
和
歌
の
学
習
は
、
入
試
へ
の
出
題
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
消

極
的
に
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
読
む
こ
と
だ
け
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
書
く
こ

と
に
も
目
を
向
け
て
、
親
し
む
機
会
を
増
や
し
た
い
。


